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1
PanaHome
Vieuno 3~9階建ての多層階住宅 ＜ビュ－ノ＞

より⾼く、より広く、進化する都市の家。

上へ 上へ ビュ－ノ
同じ敷地とは思えないほど広々とした家が⽣まれます

注意事項
これよりの内容は個⼈の経験からの説明です、⽊造規準と混
同されないようにお願いします。あくまでも参考としてくだ
さい。



紹介
2

毎⽉の勉強会の様⼦・⽊構造カフェ
（調布市⽂化会館たづくり）

ホ－ムペ－ジ
http://ｗｗｗ.mmkouzou.ｊｐ/



昔から⽊造4階建ては建てられてい
た
現在の在来⼯法とは違います

3

伊⾹保温泉 横⼿館（⼤正時代に建てられた） ⻑野県 渋温泉「⾦具屋」旅館



4

古建築は四隅（その他も）の
通し柱を重要と考えていまし
た、昔の4階建ては15ｍの杉の
柱を多く使⽤していました。

古建築は屋根地震⼒を巻⽃（ま
きと）で軽減して、柱梁の仕⼝
が柔軟に地震⼒を受けて軽減し
て建物が壊れないようにしてい
ます、柱脚基礎部分も動くこと
で地震⼒を逃しています。

古建築は制震構造



5実例︓混構造4階建て+ペントハウス
（4層+1層）

葛飾区の3世帯住宅です、駐⾞場が必要なので1階を鉄⾻造としました混構造4階建て+
ペントハウスです、道路⼱が無いので写真の4階が少ししか⾒えません。
意匠設計者は4階建て+ペントハウスの企画をしますが計算は⼤変です、4階建て+ロフ
トも同じです。4階建てを初めて計算する時は4階建てのみの計算を進めます。

構造設計︓⼀級建築⼠事務所 諸冨設計

企画・施⼯︓株式会社セイズ

鉄⾻4階建てRC造5階建て

ペントハウス階

両隣の建物に⽐べて安く施⼯が出来る



64建てのグル－プホ－ム

構造︓⼀級建築⼠事務所 諸冨設計



7
隣との壁が多く壁量が多く取れるので使いたいが、強化⽯膏
ボ－ド15ｍｍは耐⼒壁として使えるが耐⽕で21ｍｍを使⽤す
るので、強化⽯膏ボ－ド21ｍｍは耐⼒壁として使えない。



8



確認済証︓2社から確認を降ろしています
今は全国展開しています確認機関2社が了承済です 9



混構造︓⽊質系混構造建築物の構
造設計の⼿引き（3階建て）

 鉄⾻造
告⽰第593号三号

（３階までの規定）

スパン≦6ｍ、軒⾼＜9ｍ

ル－ト1

Co=0.3

4階建て以上は
ル－ト2以上

 RC造 ル－ト１

告⽰第593号三号（ル－ト1相当の壁量の確認）

告⽰第593号４号イ

（ル－ト2-1相当の壁量の確認）

告⽰第593号４号ロ

（ル－ト2-1相当の壁量の確認）

（2階建て）

搭状⽐≦4 （3000㎡以内）

層間変形⾓1/200 層間変形⾓1/200

剛性率≧0.6（RC造のみ）

偏⼼率≦0.15 偏⼼率≦0.15

搭状⽐≦4

偏⼼率の適⽤は無い

10

告⽰第593号



告⽰第593号 3号

★⽊造
組積造
補強コンクリ－トブロック造

★鉄⾻造

上記の2つ以上の併⽤構造を混構造と⾔う
11/29/2017

11

個⼈のメモです



⼜は
★⽊造
組積造
補強コンクリ－トブロック造
鉄⾻造

上記の1以上の構造とRC造・SRC
造を併⽤した物

個⼈のメモです

1
2



3号 第⼀号

イ．地下を除く階数が3階以下
ロ.   ⾼さが13ｍ以下、かつ軒⾼9.0ｍ

以下
ハ. 述べ⾯積が500㎡以内
ニ. 鉄⾻造がル－ト1で有る事
ホ. RC造・SRC造で

①Σ25αAw+Σ0.7αAc≧ZWAi
②設計⽤せん断⼒に対する
せん断破壊等による耐⼒低下防⽌

個⼈のメモです

1
3



4号 第1号
⽊造とRC造の混構造
イ
（1）（i）1階RC造+⽊造（2層）

(ii) 1,2階RC造+⽊造（1層）

（2）⾼さ13ｍ以下、軒⾼9.0ｍ以下
（3）述べ⾯積500㎡以内
（4）層間変形⾓︓1/200

1
4

個⼈のメモです



（5）（1）（i）の2,3階の剛性率
（6）（1）（ii）の1,2階の剛性率

1
5

個⼈のメモです



（7）地上部分の偏⼼率
（8）RC造部の告⽰第1791の構

造計算
（9）⽊造部の告⽰第1791の構

造計算

1
6

個⼈のメモです



ロ

（1）地下を除く2階建て
1階RC造+2階⽊造

（2）⾼さ13ｍ以下、軒⾼9.0ｍ以下
層間変形⾓︓1/200
各階の偏⼼率︓0.15

（3）述べ⾯積が3000㎡以内
（4）2階部分の⽊造計算で

標準せん断⼒係数を0.3

17

個⼈のメモです



建築物の構造関係技術規準解説書
18

混構造の規準が書かれている

① P425からは混構造3階建
までの規準を⽰している

② P712からは3階建てから7
階建てに触れている

⻩⾊本



⻩⾊本P435
⽊造に関する技術資料
に告⽰第593号第3号
第4号のまとめが書か
れている

新たに
RC造部分震⼒算定⽤
荷重の規準を⽰すAiに
ついては基本は緩和を
しない RC造部が2階⽊造の2倍

を超える場合の緩和

1
9



⻩⾊本P712
⽊造に関する技術資料
11⾏から 剛性率0.6以下でもOK、しかし
資料なので計算では剛性率0.6以上とした
い、Ai分布1階は1.0とする

鉄⾻造の
混構造は
鉄⾻造は
１階み︖

個⼈の解釈です

2
0



⻩⾊本P712
⽊造に関する技術資料
19⾏から 剛性率0.6以下でもOK
RC造部がル－ト1、ル－ト2-1相当
Ai分布1階は1.0とする
RC造との
混構造

2
1

（い）



22
計算が可能な中⾼層混構造

1時間耐⽕

2時間耐⽕



■4階から7階建てのAi分布の緩和は無い（⻩⾊
本P712）

■混構造の剛性率は⽊造とRC造、S造は分けて
考える

■⻩⾊本P712より混構造・鉄⾻は1層のみ
（個⼈の⾒解）

2
3



混構造︓3階建て・鉄⾻造

 ル－ト1にて検討する
 ル－ト1-2は混構造には適⽤
不可なので説明省略（2階
建てまでの規準、2階建て
混構造の時は可能）

 軒⾼≦9.0ｍ、最⾼⾼さ≦13
ｍ延べ⾯積≦500㎡、階数
≦3（地下を除く）

 スパン≦6.0ｍ
 Co=0.3 許容応⼒度計算
 冷間成形⾓型鋼管柱
 接合部の設計

 鉄⾻部がル－ト2でもOK

 鉄⾻造をル－ト2で計算す
るには⽊造部もル－ト2の
計算と成る

 軒⾼9.0ｍ超えの場合は⽊造
部がル－ト2になるので、
鉄⾻部もル－ト2と成る

 鉄⾻部がル－ト3でもOK

 ⽊造部をル－ト3で計算す
れば良い（⽊三郎4）

24



混構造・RC造
25

ル－ト1相当(告⽰593号3項）
Σ2.5αAw+Σ0.7αAc≧ＺＷｉ
式を満⾜させて告⽰953号3項に
進むと偏⼼率は求めなくても良
い

ル－ト2-1相当（告⽰593号4項イ、
ロ）
Σ2.5αAw+Σ0.7αAc≧0.75ＺＷｉ

設計⽤せん断⼒に対するせん断
破壊等による耐⼒低下防⽌



混構造︓RC造
26

構造 ︓ ⼀級建築⼠事務所 諸冨設計

１階を防⾳室にするためにRC造としています



北側と南側の剛性が違うので偏⼼率に注意しないといけ
ない、壁⾯積を調節して告⽰第593号3号でル－ト1にて
進めると良い 27



混構造（スケートボードが出来る家）
奥様はピアニスト（奥に防⾳室）

28

1階︓壁式コンク
リート造でスケー
トボードの練習が
出来る空間を作っ
ています、奥はピ
アノのための防⾳
室に成っています。
2，3階は⽊造です。

構造︓⼀級建築⼠事務所 諸冨設計



RC造混構造︓偏⼼率
29

■東京都の隣で多摩
川に⾯している⾏政
で告⽰593号3項で偏
⼼率は要求されない
のに、「壁式コンク
リート造規準での釣
り合いよく壁を配置
することに成ってい
るので考量せよ」と
⾔われましたので偏
⼼率が0.3位内に成る
ように⼯夫しました
■混構造4階建て以上
は3項でも偏⼼率は必
要となる（ル－ト2）



計算（混構造の床荷重）

 2階床は⽊造部の全荷重を2階床⾯積で
割って均し荷重として、鉄⾻造・RC造
を計算します。

均し荷重は不利になる、実際は柱、壁
にて荷重は伝わるので2階床に均等に荷
重は伝わっていない

混構造の⼀貫ソフトを使うと軸⼒の伝
わり⽅が実際の建物と同じ条件と成ら
ない（ASTIM使⽤時、東京デンコ—も可、3階建てまでは

ストラデザイン、HOUSE-ST1も可能）

30



均し荷重の問題点（理解して使⽤する）
31

柱
軸
⼒ 柱からの荷重を均し荷重とする

柱
軸
⼒

柱
軸
⼒

柱
軸
⼒

2階床RC造スラブ 2階床RC造スラブ

⽋点︓2階床の重⼼がいい加減
で1階の偏⼼⼒が正しくない



ASTIM︓均し荷重ではなく⽊造柱荷
重を正しくRC造の1階に伝えている

32

設計者 （有）アーキデア ⼩林裕和
設計年 2014年
物件名 北⽅の天理教会

構造計算時の3Dデータ
正しく荷重が伝わっています

壁式鉄筋コンクリート造+⽊造の混構造



混構造のときのアンカ－ボルトの取り合い
33

異形Sアンカ－ボルト（株式会社タナカ）の例
オメガアンカ－ボルトM16の時、スラブ厚さ250ｍｍ

梁

注意︓上記図は現実的では無い、特殊アンカ－ボルトを使えばスラブ厚さを250にすれば解決
また、250ｍｍの梁を設けてスラブ厚さを200ｍｍ程度にする⽅法も有ります。
梁を設けると施⼯業者が嫌がることが多いのでスラブ厚さ250ｍｍにすることが多い。



34

⽮印部ですが150ｍｍだ
と埋め込み⻑さL=250ｍｍ（M12
の時）が取れていない、スラブ
厚さ最低330ｍｍ必要
オメガアンカ－ボルトM12を使
えば最低スラブ厚さ241ｍｍで
OK

柱軸⼒によるパンチン
グの計算が必要

スラブ厚さ150ｍｍ以上と成っていますが誤記で
はないでしょうか

定着⻑さ250以上

混構造の規準
本にも間違い
やすい表現が
有る、良く理
解すること



35必要スラブ厚さ（アンカ－ボルトM12）
本の内容が現実的ではないことの検証
必要定着⻑さ ＝250
R+鉄筋 ＝20
鉄筋+クリアランス＝20
鉄筋厚さ ＝10
カブリ ＝30
合計 ＝330 このように考えます参考にしてください

オメガアンカ－ボルトM16の時でも、スラブ厚さ250ｍｍ
アンカ－ボルトを選ぶことが良い設計につながる、施⼯を良
く考えること、本に書いていることを⾃分の物にすることが
⼤事、書いていることが⼗分で無いことも有ります。



M16
■ 埋め込み⻑さ215ｍｍ

■ 短期許容引張耐⼒53.3ｋN

アンカ－ボルトの全体の⻑さが合わないので加⼯する

⾦物⼯法は埋め込み⻑
さは290ｍｍと成る

36



■ 埋め込み⻑さ211ｍｍ

■ 短期許容引張耐⼒28.6ｋN

■ M16はM12より4倍近く価格
が⾼い

M12

37



スラブの計算

 壁式構造の場合
 スラブと壁の交点の剛性
が低いのでスラブ端部の
固定はピンで計算したほ
うが良い

 ピンだと正確では無いの
で新固定モ－メント法が
正確

38



39

剛
性

剛
性

剛
性

剛
性

壁とスラブの剛性より応⼒分布を求め
てスラブの計算をする

新固定法モ－メント法による



混構造︓4階建てから7階建て（中層）

 後からAi分布について述べますが⻩
⾊本には3階建てまでと、4階から7階
建てを分けて解説しています

 4階から7階は上階から4層は1時間耐
⽕と成り建物荷重が準耐⽕より重く
なるので1階の緩和が無い、1階の実
荷重にてAi分布を計算します（⻩⾊
本P712）

40

構造︓⼀級建築⼠事務所 諸冨設計



41裏から⾒た⽊造4階建て
企画・施⼯ 株式会社セイズ



混構造︓１階鉄⾻+3層⽊造+ペントハウス
鉄⾻スパン＝4.1ｍ（5.24ｍ+4.75ｍ）

構造 ︓ ⼀級建築⼠事務所 諸冨設計

42



荷重の違い（要注意）

 3階建てまで、準耐⽕構造
 4階建ては、1時間耐⽕構造
内壁を⽐較すると1時間耐⽕︓強
化⽯膏ボ－ド21ｍｍ4枚+構造⽤
合板2枚＝194×4+60×2+軸組＝
1096N/㎡

準耐⽕構造＝400N/㎡ 2.5倍
荷重は壁量に関係する

43



強化⽯膏ボ－ド21ｍｍ（タイガーボード・タイプZ-WR）164N/㎡
ヘーベルパワーボード37ｍｍ 220N/㎡
構造⽤合板 9ｍｍ 54N/㎡ 44
上記荷重には釘荷重は含まれていません



耐⽕認定に注意

⽊造外壁耐⽕1時間構造の告⽰
だと両⾯に構造⽤合板を貼れる

個別⼤⾂認定の場合、構造合板
は認定図に無いと使⽤出来ない
と⾔われることが有る

45



個別⼤⾂認定には構造⽤合板の記⼊が無
い この使⽤で認定を取っているのでこ
れ以外の使⽤はNG

告⽰だと両⾯21ｍｍの強化⽯膏
ボ－ドがあれば良い、構造合板
を挟んでも良いことと成る

壁倍率は強化⽯膏
ボ－ド21㍉の
1.3×2＝2.6倍

46

柱割りは910にしないと⾯材が不経済に成る



提案︓混構造5,6,7階建て

 混構造は3階建てまでル－ト1（軒⾼9.0ｍ以下の時）
で計算できますが4階建て以上の混構造はル－ト2以上
となる

 RC造の混構造は7階建てまで可能
 鉄⾻造の混構造は1階鉄⾻造+⽊造4層の5階建てまで
（個⼈の意⾒）

 ⼩規模住宅だと計画が難しいですが、中規模の寄宿舎、
共同住宅等で有ればやさしくなる

 ⽊造部分は1時間耐⽕で4層
 4階建て以上の建物は⾦物⼯法が良い

47



⽊造4階建て（中層）グレー本対応

 ⾼さ13.0ｍ超え（昭和55告⽰1791号
第⼀第四号）

 軒⾼9.0ｍ超え
ﾙ-ﾄ2

 ⾼さ31ｍ以下 NO ル－ト３
ﾙ-ﾄ2

 層間変形⾓1/200 （1時間耐⽕の時 1/150）
 剛性率 0.6以上
 偏⼼率 0.15（0.3） NG ル－ト３
 筋交いの負担⽔平⼒による応⼒割増等

48

意匠実施設計︓株式会社ハセベ



46条2項は壁量適⽤外の事
49

46条1項の壁量は3階まで（右
図）4階建ては46条2項で計算
します
①46条1項は壁量計算
（46条1項は許容応⼒度計算で
はない）

②46条2項は46条2項第1号の
規定により壁量計算を⾏わな
い⽊造建築物「集成材等建
物」
46条2項は壁量適⽤外について
述べている
「集成材等建築物」とは集成
材とKD材（⽬視等級・機械等
級）国⼟交通⼤⾂が指定した
物（TJI・パララム等）



保有⽔平耐⼒計算（ルート3）のすす
め

 4階建ての⽊造部の計算ですがルート3に進むと偏⼼率がNG
でも良いので耐⼒壁の配置が簡単である

 店舗など⼊⼝に開⼝部が⼤きく偏⼼率が0.15に収まらない
 ル－ト2で収めようとすると耐⼒壁が多くなるル－ト3だと
耐⼒壁を減らすことが出来る

 ル－ト3の時は筋交いは使わず⾯材で計算するとDSが⼩さ
くなり有利になる

 保有⽔平耐⼒計算は今は㈱東京デンコーの⽊三郎4にて計算が
出来る、ASTIMは夏に保有⽔平耐⼒計算が出来るように成る
ASUTIMに期待しています。
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⽊造4階建て構造計算の注意点

 壁量は⽊造の形状により変わるので要注意
 1階の柱の引抜⼒が⼤きくなるので、耐⼒壁の
配置に注意する

 外壁は耐⼒壁を雁⾏にする、内壁の耐⼒壁の
下部には耐⼒壁を設けるか柱を設ける、剛性
低下による壁倍率の低下を防ぐ

 4階建ての壁倍率は7.0倍は当たり前
 ⾼耐⼒ホ-ルダウン⾦物を2本使いするには、
確認機関に確認を取ること

 HSS⾦物⼯法だと86.4ｋNの柱脚⾦物が有る
 2017年版グレー本で4階まで対応となった
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 筋交いは使⽤しないで、全て⾯材の耐⼒壁にすると、
筋交いの接合部の検討が不要に成る

 壁倍率7.0倍は構造⽤合板12ｍｍ、3.5倍を両⾯とす
る

 外壁は全て構造⽤合板12ｍｍになる
 外壁に使⽤する構造⽤合板12ｍｍは⼤壁で、室内側
に使⽤する構造⽤合板12ｍｍは真壁仕様とする

 内部壁にはノボパン真壁床勝ち仕様も使い勝⼿が良
い

 4階建ての構造設計をするには、4階建てのための施
⼯を良く理解していないと難しいです
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耐⼒壁の配置（⽴⾯）
53

■耐⼒壁を雁⾏配置にすると打ち消し合って引き抜き⼒を低減できる意匠実施設計︓株式会社ハセ
ベ



耐⼒壁の配置（⽴⾯）内部の耐⼒壁
54

■上階の耐⼒壁を活かす
ために下部に壁や柱を
設けること

■下部に壁が無いと耐⼒
壁の耐⼒が半減（剛性
低下）

■直下率を上げる

下部に壁がない
ので剛性が低減
となる



例題 55

1階平⾯図

2階平⾯図
オレンジ⾊は
下階に壁が無
いことを⽰す、
2階平⾯図だ
けを視ると耐
⼒壁が多く有
るように⾒え
るが、実際は
オレンジ⾊の
耐⼒壁は壁倍
率が半減する。



耐⼒壁の配置（平⾯）
56

■1階の引抜きが⼤きくなるので2重壁で⼒
を分散して引抜き⼒を抑える



２重壁（⾦物⼯法だと施⼯が楽です）

 2重壁の施⼯は出来るのですが、施⼯業者に確認すること
 建て⽅時に耐⼒壁をパネルにして柱間に落とし込む
 受け材は柱のめり込みにも効果有り

57

受け材



めり込み防⽌に添え板を使う 58

ブレイヴホ－ルダウン使⽤の時は
N75＠100と成る



外周部の梁成を統⼀すると
パネルの設置がやりやすい

この施⼯現場は⾦物⼯法

施⼯⼿順 ① → ② → ③

①

②

③

ホ-ルダウンパイプで建て込む、ドリフトピンは後から

パネルは仮⽌めする、上部の梁を設置
して、パネルを釘打ちする
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耐⼒壁は真壁収めとする

 4階建ては1時間耐⽕なので内壁の両⾯に強化⽯膏ボ－ド
21ｍｍ×2枚なので壁厚が厚くなるので構造⽤合板両⾯
12ｍｍは真壁収めとする

60

強化⽯膏ボード21ｍｍ

強化⽯膏ボード21ｍｍ

構造⽤合板12ｍｍ

⼤壁 真壁

内
壁



耐⼒壁の詳細（中層は1時間耐⽕にな
るので、構造⽤合板は真壁納になる）

61

外壁4倍



■内壁で7.0倍が必要無い場合はノボパン床勝ち真壁を使います
■この仕様で外壁4倍、内壁4倍で8倍と成りますが、7倍までに押
え
て計画するほうが、1階の引き抜きへの影響が少なく成ります

内壁︓4倍、3.5倍
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半端な耐⼒壁（外壁）
グレ－本では有効は300ｍｍ以上に
成っていますが、製品によっては450
ｍｍのものも有る
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グレ－本では300以上

グレ－本では300以上

柱が120のとき
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柱

 4階建ての柱は120×120とする
 在来軸組⼯法1時間耐⽕で梁最⼩断⾯は150以上、垂⽊は

60以上と成っているので、耐⽕構造の柱は耐⽕仕様として
120×120としています（個⼈の考えです）

 材種はホワイトウッドE95-F315を使⽤しますが、短期時
にNGに成ることが有りますので、その時はE170-F540
（中国⽊材）を使⽤します

 1時間耐⽕の場合、グリッドを960ｍｍや1000にする⼈が
いますが、グリッドは910ｍｍとして階段とは間崩れにし
た⽅が施⼯費が安く成る。

65



梁

46条2項なので梁は集成材を使⽤する、⽬
視等級・機械等級の場合はKD材でOK

集成材は梁成450までが標準、⻑さ6.0ｍ
まで

 LVLは140Eの梁成390までが標準
 LVL160Eは⾼価になる
プレカット業者に確認してみてください
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耐⽕の注意点

 1時間耐⽕の場合は強化⽯膏ﾎﾞ-ﾄﾞ21ｍｍを貼るの
で、⾦物の釘とかが邪魔に成らないように、壁の
中に⾦物を取り付ける。

 その場合に真壁に成ることが多いので枠材を通し
て柱に取り付けなければならない、そうした場合
は引き抜き⼒10.0以下の場合は株式会社カネシ
ン・スリムヘビ－10合板タイプ、15.0ｋNから
30.0ｋNまではヴレイヴホ－ルダウン⾦物を使⽤
すること。

67



68



⽔平構⾯

 耐⼒⾯⽅向に直交する⾯の耐⼒壁の強さ
も必要

 中層建物の耐⼒壁が⾼倍率に成るので、
⽔平構⾯も⾼倍率にしないといけない、
詳細計算が必要

 最後の計算は⽔平構⾯の問題になる⼤変
苦労しますので最後まで耐⼒壁倍率は決
まらない

 ⽔平構⾯外周横架材端部の引張耐⼒が⼤
きくなる、その時はホールダウン⾦物を
横使いとする（個⼈の考え⽅）
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⽔平構⾯外周の仕⼝

外壁側
短冊⾦物を併⽤する
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⾦物⼯法のすすめ
71

断⾯⽋損が少ないと断⾯が⼩さくなる

在来⼯法 低減率
■断⾯係数（Z) 30％

■断⾯積（A） 40％

■断⾯2次モ－メント（I）
30％

⾦物⼯法だと10％以上低
減率を減らせる



構造⽤合板が真壁納だとホ－ルダウン⾦物
も受け材をはさめるものを使うカナイ

⾦物⼯法では無い場合の⾦物
72



■ 受け材の上から設置出来
る⾦物は㈱カナイのブレ
イヴホ－ルダウン⾦物し
か無い

■ 最⼤引抜き⼒は36.8ｋN
まで

■ 36.8ｋN以上は⾼耐⼒フ
レックスホ－ルダウン

60
を使⽤、この⾦物は直接
柱に⽌めないといけない

■ ⼟台にも床版が有って合
板受け材が来ますが、ア
ンカーボルトの部分は⽳
あけと成る

■ 柱脚にHSS⾦物⼯法の⾦
物を使うと施⼯がし易い

受け材貫通⽤
ホ-ルダウン⾦物

めり込み防⽌に使える
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■ 1階柱でめり込みが
⼤きい場合はめり込み防
⽌⾦物を使⽤してもNG
の時は⾼耐⼒柱脚⾦物45
を使⽤する
■ 引抜き耐⼒＝45ｋN
■ アンカ－ボルトは⾼
耐⼒フレックスアンカー
ボルトを使⽤すること

中⾼層建物は柱のめり込みがNGに成る
柱が多いい、添え板でもNGのときにこ
の⾦物を使⽤する

カネシン
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アドバイス

1階の柱のめり込み対応 柱の添え板対応
4階建ては⼟台めり込みプレ－トを使って
もNGに成ることが有ります、その時は
PSBP-45を使うとクリア－する、その時
の引き抜き⼒は45.0ｋN以下にすること

2階の柱脚も上記のケ－スが⽣じる、その
時は通し柱にして、クリア－しています
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⽊造4階建ての基礎の注意点

 柱状改良の技術証明書が有る改良杭等は3
階建てまでの仕様と成っています

 地盤ネットの地盤保証は3階建てまで
 よって、建築物のための改良地盤の設計

及び品質管理指針により施⼯する
 地盤改良を避ける場合は、建物の⾃重に

よる沈下その他の地盤の変形等を考慮し
て建築物⼜は建築物の部分に有害な損傷、
変形及び沈下が⽣じないことを確かめる
（告⽰第1232号）⽅法がある

 基礎⼱は引き抜きが60ｋNの場所は250ｍ
ｍ以上としてスタ-ラップをロ型（閉鎖
型）とする、スタ－ラップがシングルだ
とアンカ－ボルトの引抜き時にコンク
リートが爆裂しアンカ－ボルトの前にコ
ンクリートが壊れる、全ての地中梁⼱を
250ｍｍとしたい
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⽊造4階建て1階柱は引き抜き⼒が⼤き
いので基礎が耐えられないことが有る

77

コンクリートと⼀体化
となっている

コンクリートが爆裂し易い
HOUSE-ST1、ホ－ムズ君はコ－ン破壊の検
討が出来る



⽊造4階建ての難点

⼀番の難点は⽊造4階建ての確認審査申請
を受けたことの無い検査機関がほとんどで
ある（⾃分で開拓しないといけない）

また、⽊造3階建てまでの本は出ています
が、4階建ての解説の本が無い、グレー本
⼜は⻩⾊本による、新グレ－本は4階まで
の対応と成りました。

経験が⼤事、4階建ての企画に参加してア
ドバイスが出来ないと構造計算に⾄ったと
きに計算が成⽴しないで困ることがある

78



 在来⼯法の耐⽕4階建ての最⼩梁成は150ｍｍ
で垂⽊の最⼩梁成は60ｍｍです（耐⽕設計マ
ニアルより）

 耐⽕仕様は在来⼯法とツーバイフォーとは違
いますので両⽅の講習会に参加してください

 ⽊造4階建ては、3階建てとは違った難しさが
有ります、段階として軒⾼9.0ｍ超えの計算が
出来て、ル－ト2の経験をして、1時間耐⽕の
要領を理解してからでないと難しいです。

79
耐⽕設計マニアルの⼀部を紹介します。



個⼈所有⽊造構造計算⽤ソフト
⽤途により使い分けが必要

80

東京デンコ
-2ⅹ4

東京デンコ
-2ⅹ4
KIZUKURI 
2ⅹ4

KIZUKURI
在来⼯法

東京デンコ
-⽊三郎4

ア－クデ－タ
ASTIM

ホ－ムズ君
構造EX

ストラデザ
イン

HOUSE-ST1は
借りていますHOUSE-STI



構造ソフトによる⽊造4階建て計算⽅法

 ⽊三郎４（東京デンコ－）は4階建て+保有⽔平耐⼒（ル－ト３）の計算が
出来ます、混構造にも対応、⽊造4階建ての場合はペントハウスが計算でき
ない。★★★★

 KIZUKURI : ⽊造 3階建ての場合はペントハウスが計算が出来る、理解して
いれば4階建ての計算が出来る、ル－ト2まで。★★★

 ASTIM（ア－クデータ研究所）は何階建てでも計算が出来ますし、混構造も
⼀貫で計算できます。⽊造4階建て+ペントハウスが計算できる、接合部の
バネ係数の⼊⼒が出来るし、平成29年の夏には保有⽔平耐⼒の計算が出来る
ようになる、そうなると。★★★★★

 ストラデザイン、ホ－ムズ君構造EX、HOUSE-ST1 は⽊造3階建てまでです
ペントハウスが設計できない。 ★★

 ㈱構造システム WOOD-ST（開発中）は壁とラ－メン構造が混在する建物
が出来る、性能を確認できていません。

 ソフトの評価は個⼈の考えです
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ツ－バイフォ－

 2×4壁式3（東京デンコ－）は4階建て+保
有⽔平耐⼒まで計算が出来ます。混構造7
階建てまで対応できます

 KIZYKURI 2×4 は3階建てまで
 私は2社のソフトを形状により使⽤してい
ます

 東京デンコ－のソフトは斜め形状も屋根の
形状も実物に合った⼊⼒が出来るし、開⼝
部⼊⼒が簡単、通リ芯も少しで済みますし、
計算書の⼨法が⾒やすくなる、⽔平構⾯の
計算が出来る
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⽊造計算の問題

 ⽊造計算は⽊造軸組⼯法住宅の許容応⼒
度設計（2017年度）による

だれでもこの本を読み⼗分に勉強すれば⽊
造の設計が出来る、そうした⼈が増えて来
ている、これで良いのか︖
構造設計者としての⼗分な経験と理解をし
ている⼈が何⼈居るのか︖
グレ－本は許容応⼒度計算設計と⾔えるの
か。
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⽔平応⼒に対する⽭盾
本来の応⼒は左図、グレー本右図は曲げ戻しを考慮している

曲げ戻しを考慮している
（曲げ戻し係数＝0.5）
ピンでは無い扱いに成っ
ている

曲げ戻しを考慮している

梁がピン接合で有ればこ
のような応⼒図に成る 現況のグレー本の応⼒図
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応⼒図が正しい
まぐさでは無く床梁使
⽤の応⼒図、梁はピン
接合、反⼒点は1.0

KIZUKURI2×4より

86

2ⅹ4は⾯材で仕⼝を固め
ているが、在来⼯法も筋
交いを使わず⾯材で設計
すると、2ⅹ4の応⼒図と
変わらなく成る



① この部分には接合部
が半固定だとするとモ－
メントが⽣じる,⽊造規準
だと接合部はピンなので
⽣じないことに成ってい
る

柱の曲げは合板の釘にて
⼀体化に成るので考えな
いことに成っている、曲
げは合板で受ける

②ここに⽣じるせん断⼒
を考慮すべきだ

①

②

グレー本は曲げ戻しを考慮し
ているのに、断⾯算定では︖
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このような⽭盾が有って、構造計
算をしたと⾔えるのでしょうか︖

グレー本の考え⽅ 本来の応⼒図
接合部の剛性の考え⽅の違い

完全固定としての値、半固定と
して0.5倍して考えてください
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89
新しいグレ－本では接点がピンから固定に変わって来ている。
実際はピンと固定が共存していると考えるのでASTIMみたい
に仕様によって使い分けるように成ってほしい。（⽊造ソフ
トの在⽅）



■ 今までの⽊造計算は接点は全てピンとして計算すことを
⼤前提としています。

■ 在来⼯法の仕⼝は現在、⾦物にて固められるように成って来ました
■ 古来の在来⼯法の仕⼝はピンに近く、地震を吸収してきました
■ 現在の仕⼝（接合部）はどうかと⾔うと⾦物が発達して、引張⼒、

せん断⼒をしっかり受ける仕⼝と成っている
■ また耐⼒壁や床版が釘にて梁に打ち付けられて、接合部の剛性は強

く成ってきています
■ そうすると接合部の合成によりそれなりの現実に合った⼊⼒をして

いないので安全に計算できたとは⾔えません
■ ⾦物カタログにも短期許容引張耐⼒と引張剛性（K)が

載るように成ってきています、この（K）が回転剛性値＝バネ係数です
■ このようなことを知った上で計算していくことが必要だと考えます
■ 今年の3⽉に新グレイ本が出ましたが、今回 ⽴体解析に触れてきまし

た近い将来、接合部の状態（ピン、半固定、バネ係数）をケ－スごとに
⼊⼒出来るように成って⾏くことを期待しています、各メ－カ－も対応
に動き出しています。ASTIMは対応している
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Ai分布を理解して4階建て
を計算する

 東京デンコーの⽊三郎は4階までのAiを直接⼊⼒
出来る、混構造オプションで7階までOK（⻩⾊
本に準じている）

 アークデ－ター研究所のASTIMUは4階建て以上
の地震時せん断⼒係数が⼊⼒出来る、階数には
限度なし

 4階建て⽊造と混構造4階以上はAiの仕組みを理
解すること

 KIZUKURIで混構造4階建ての計算⽅法を説明しま
す（Aiの応⽤編）⽊造部分の計算 ★個⼈の責
任において⾏ってください
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基準法では地下+地上3階建て
構造的には4階建て

92

■ 基準法が優先
■ 基準法で地上3階建て

です
■ 道路⾯からは軒⾼9.0

ｍを超えていますが、平
均GLからは9.0ｍ以下な
のでル－ト2には成らない

■ 地下が構造的には地上1階
に成るので、構造計算は4
階建てで計算します
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考慮（例題）

法規的に地下階扱いですが構造的に混構
造4階建てに成り地下RC造+1,2,3階⽊造
と成ります

構造的には4層なのだけど、準耐⽕で⽊
造荷重はそんなに重くないので、法規的
な地下1階、地上3階⽊造として1階RC造
部の地震荷重は上階⽊造の1/2として良
いと考えます。

中層と3階建ての違いは荷重の違いだと
思います。

95



KIZUKURIで4階建てが計算できる
（⼀貫計算では不⾜部分が有る要注意）

 ヒント︓4階のAiが⼊⼒出来る（⾚⽮印）、⼗分計算を
理解すれば可能です、個⼈の責任によります
● KIZUKURIではサポ－トはしていません

96

KIZUKURIの
⼊⼒画⾯



KIZUKURI にて⼊
⼒

混構造4階建て

■Ai分布を計算して2階から4階までの3層をKIZUKURIにて計
算します。3層分の地震⼒がKIZUKURIで計算できるので4階
建てのAiが計算できます。KIZUKURIに2階から4階までのAi
を直接⼊⼒します。法規的に3階建てなのでグレイ本に準
じました

W4

W3

W2

W2×2

地震時荷重
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2階から4階のAiをKIZUKURIの1階か
ら3階に直接⼊⼒します
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PHを4
階と読
み替え
る

KIZUKURI の計算書

⽊造4階建てのAiをKIZUKURIソフトに⼊⼒する
これだけでは4層部の計算は不⼗分、4階部はあくまでも塔屋の計
算に成っている、残りは別計算で補う必要が有ります、要注意

エクセルで作成

99

注意︓平⾯斜めの場合は⽔平構⾯が危険
側に成るので注意すること。



1,2階は2時間耐⽕、3階から6階までは1時
間耐⽕、2×4計算ソフトは4層まで

10
0



■この2×4建物は実
験棟です
■将来は国交⼤⾂認
定を受け,様々な実
験・検証を経た後に
実⽤化を⽬指す

■在来⼯法の場合は
ASTIMを使うと⽊造
単体で何階でも可能
です、上階から5層
以上は2時間耐⽕に
成ります。

10
1



2×4の2時間耐⽕（壁厚さ約300ｍｍ）
102

強化⽯膏ボ－ド
21ｍｍ×3枚 強化⽯膏ボ－ド

21ｍｍ×3枚

在来⼯法の場合
は 21ｍｍⅹ2

+25ｍｍ︖



耐⽕設計には講習が必要

10
3



まとめ

 混構造・⽊造4階建て以上は⼗分な経験と設計⼒が必要
 関係書籍をよく知って、確認審査機関に説明できる準備をすること
 4階建ての仕事を受ける前に確認を受けて頂く審査機関との打ち合
わせが必要

 審査機関と設計者の信頼関係が⼤事・検査する⼈は設計者を⾒ます
 安易に4階建ての構造設計の依頼が有りますが、意匠設計者が勉強
不⾜で構造設計に⾄らないことが多いい、4件中構造設計に進める
のは1件くらい。

 理由は構造計画が未熟なことと、施⼯費が決まった時点で施⼯費が
⾼すぎて⽊造3階に変更になったり、家族の中で4階建てに反対の⼈
がいる場合に決まらないことが有りました。
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設計⼒︓⽊造3階建て+ペントハウス
105

構造 ︓ ⼀級建築⼠事務所 諸冨設計構造計算⼒
■構造計算には設計
⼒が必要

■どこを注意して安
全な建物にするか
考えられるか

■地震⼒に対する検定⽐
⼩さい⽅の値
⼤きい⽅の値 ≧ 3/4



106
企画・施⼯ 中尾建築⼯房（横須賀市）



設計⼒︓不正型建物+ド－ム（8⾓型）
107

意匠︓株式会社リチェルカーレ 構造︓⼀級建築⼠事務所 諸冨設計

＜⽊造2階建ての病院＞ 述べ⾯積1400㎡



制作 ︓ 銘建⼯業 108



ホ－ムズ君EXにて計算

8⾓型の⽞関ホール

不正型建物として計
算しました、2棟に
分けて安全を確認し
ました
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スキップフロア－ 3世帯
110

3世帯のプライバシ－を守るために世
帯ごとのスキップフロア－としました。

構造 ︓ ⼀級建築⼠事務所 諸冨設計



スキップフロアー3棟の計算は想定外、ホ－ムズ君EX、⽊三郎4は⼀
連計算は2棟まで、この計算はKIZUKURIで4棟計算しました、⼀番不
利な階⾼で⼀体計算して、その後3棟に分けて計算しました 111



TJI ジョイスト（⼤スパン 9.1ｍ）
112

構造 ︓ ⼀級建築⼠事務所 諸冨設計



113
＜＜中⼤規模建築 東恋ケ窪保育園＞＞ 企画︓㈱I-PLAN

構造︓諸冨設計



ご静聴、ありがとうございました
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